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後
記

　

第
52
号
の
J
u
m
o
n
j
i 

P
r
e
s
s
は
、
ラ

イ
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
部
の
部
員
に
よ
る
新
座
・
志
木
の

自
転
車
ツ
ア
ー
を
特
集
し
ま
し
た
。
シ
ェ
ア
サ
イ
ク

ル
を
使
っ
て
大
学
か
ら
行
け
る
範
囲
を
巡
る
ツ
ア
ー

を
夏
・
秋
の
2
回
に
分
け
て
実
施
し
、
大
学
近
隣
の

気
に
な
る
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
学
構
内
に
も
印
象
的
な
ス
ポ
ッ
ト
が

色
々
な
箇
所
に
存
在
し
て
い
ま
す
。
特
集
2
で
紹
介

し
て
い
ま
す
の
で
、
新
入
生
の
方
は
ぜ
ひ
足
を
運
ん

で
み
て
く
だ
さ
い
。

　

本
号
に
つ
き
ま
し
て
、
取
材
な
ど
に
ご
協
力
く
だ

さ
っ
た
方
々
に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ラ
イ
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
部 

部
長　

�

植
村 

萌
絵

　

最
後
ま
で
読
ん
で
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
本
学
や
新
座
市
周
辺
に
つ
い
て
ま
だ
ま
だ
知

ら
な
い
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
の
活
動

が
皆
さ
ん
の
好
奇
心
を
か
き
立
て
る
一
助
に
な
れ
ば

う
れ
し
い
で
す
。
今
後
も
情
報
発
信
を
続
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

Jumonji Press 　No.52
2022年3月22日発行

「Jumonji Press」へのご意見・ご要望は、kohoka@jumonji-u.ac.jpまで。

武蔵野会（保護者会）から寄贈さ
れた「個人キャレル」
十文字学園創立100周年を記念
して、2021年12月に武蔵野会か
ら大学図書館に寄贈された「個人
キャレル」（個人閲覧室・自習用机）
です。図書館3階の一角に設置さ
れ、「落ち着いて勉強ができる」と
学生たちに好評です。

表紙の写真

発　　行：十文字学園女子大学 
〒352-8510　埼玉県新座市菅沢2-1-28 
TEL　048-477-0555（代表）

編　　集：十文字学園女子大学　広報部
編集指導：石野 榮一（文芸文化学科教授）
取材協力：ライターデザイン部　植村 萌絵、富樫 奈 、々中

西 麻樹、佐藤 かのん、日比 千晴 
制作協力：ケイ・アイ・エス　有限会社

～十文字学園創立100周年記念募金～
十文字学園に向けたご高配とご支援を賜りたくお願い申し上げます。詳しい内容は
本学ホームページ「100周年サイト」でご覧いただけます。ご不明な点は事務局まで
お問い合わせください。

十文字学園創立100周年 !

※新型コロナウイルス感染防止対策（検
温・マスク着用・手洗い）を実施・徹底
した上で取材・写真撮影を行っていま
す。また、撮影のために一瞬マスクを外
した写真を掲載しております。

～十文字学園創立100周年記念講演～
講演テーマ：多様な個が輝く新時代へ
講演者：植木 朝子氏（同志社大学 学長）
日時：2022年5月21日（土）14時〜15時30分（予定）
開催方法：対面およびオンライン併用
参加費：無料
会場：十文字学園女子大学 記念ホール
会場定員：500名程度

（定員に達し次第、オンライン参加のみの受付となります）
申し込みについて：4月1日申し込み開始予定 

〈十文字学園100周年サイト〉　
https://gakuen.jumonji-u.ac.jp/100th/archive/1718/ 

問い合わせ先：十文字学園100周年プロジェクト事務局　
TEL：048-423-3749（直通）
Email：100th＠jumonji-u.ac.jp

新型コロナウイルス感染拡大状況により、開催方法を変更する可能性が
あります。場合によっては、オンライン開催のみになります。詳細は十文
字学園100周年サイトをご確認ください。

植木 朝子（うえき ともこ）氏プロフィール：
1995年お茶の水女子大学大学院博士課程単位
取得退学後、1996年十文字学園女子短期大学
専任講師、2001年同短期大学助教授、2003
年同大学助教授を経て、2005年同志社大学文
学部助教授、2007年同大学教授。 2020年同
志社大学第34代学長に就任。専門は中世歌謡・
芸能。博士（人文科学）。

次号のJumonji Press No.53は、スマートフォンやタブレットを利用して読むこ
とができるウェブマガジンとして発刊を予定しています。デジタルならではの
動画や音声を活用することで、十文字学園女子大学の魅力をさらに発信してま
いります。ぜひご期待ください！　
https://www.jumonji-u.ac.jp/outline/press/nizadayori/

お知らせ

学園100周年プロジェクト
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特集

1

柳瀬川 
　柳瀬川沿いは堤防の上を走ることができ、
開放感に溢れています。堤防下で遊んでい
る子どもたちや鳥の鳴き声にどこか懐かし
さが感じられます。街なかでは見られない、
新座ならではの風景を一度体感してみてくだ
さい。

野火止用水 
　自然に囲まれ、風の中を気持ちよく自転
車で駆け抜けることができます。リフレッ
シュしたい時や気分転換などに訪れてみて
はいかがでしょうか。大学からも近く、散歩
にも良いかもしれません。

ミニ富士山がある敷島神社 
　「田子山富士」と呼ばれる富士山は登るこ
とができます。結構急な斜面なのでリアルか
も!!
　登頂して見える風景に感動と達成感を味
わえます！

ひるねの森 
　平林寺のすぐ近く。そば・うどん・アイス
の販売などもあり、休憩スポットに抜群で
す。店内には座敷や机・椅子があり、外に
はテラス席もあります。とても入りやすく、
価格もお手頃。平林寺に行った際は寄って
みたい場所です。

普光明寺 � 写真提供：新座市 
　大同元（806）年の開山と伝えられる真
言宗の古いお寺です。本堂はどっしりと風
格のあるたたずまい。また、欄間の透かし
彫りなどの彫刻が施された山門は、江戸時
代の『新編武蔵風土記稿』にもその造りの
見事さが紹介されていて、一見の価値ありで
す！

旧村山快哉堂� 写真提供：志木市 
　明治10（1877）年に建てられた木造2階建
ての薬店の店蔵。元々は現在の志木市本町3
丁目にありましたが、平成13（2001）年にい
ろは親水公園中洲ゾーン（村山快哉堂ひろば）
に移築復元されました。志木市指定文化財。

（現在整備中、8月以降開館予定）

志 木 市  
　新河岸川・柳瀬川・荒川の3本の川が市内を流れる
志木市は江戸時代から水運で栄え、商業地として発
展。川沿いには自然や田園風景も多く残されています。

大学正門前のローソンや新座駅
前でレンタサイクルを手軽に利用
できます。スマホ登録で好きな
時間帯に利用可能です。返却
も都合の良い場所でできます。

敷島神社から志木駅方面の住宅
街にある知る人ぞ知る「焼だんご・
うさぎ家」さん。新河岸川の堤防
を越えた場所に立つのぼりが目印
です。１本90円、昔ながらの焼き団
子を頬張ってみませんか。

新座の民話 野火止塚と姫伝説 
　平林寺の境内林にある野火止塚には伝説がありま
す。平安の昔、歌人・在

ありわらのなりひら

原業平と地元の豪族の娘・
青
せいせんひめ

前姫が恋仲となって駆け落ちし、草陰に息をひそめ
ていると、追手が野原に火をつけました。
身の危険を感じた姫が「どうか野原を焼
かないで。彼と私が隠れているから」とい
う歌を詠んだところ、火は野火止塚付近
でたちどころに消えたとか。野火止の名は
この伝説が由来ともいわれています。

志木のカッパ伝説 
　昔、柳瀬川には人や馬に悪さばかりするカッパが住んでいました。あると
き、馬を川に引き入れようとしていたカッパを村人たちが見つけて捕え、火
あぶりにしようとしました。その騒ぎを聞いてやってきた宝幢寺の和尚さん
は、命乞いをするカッパを哀れに思い、村人たちを説得して「もう二度と人
や馬を襲ってはいけないよ」とカッパを諭して逃がしてやりました。すると
翌朝、カッパからのお礼なのか、和尚さんの枕元にフナが2匹置いてあり、以来、柳瀬川で
人や馬が襲われることも一切なくなりました。これが宝幢寺に今も伝わるカッパ伝説です。

柳
や な

瀬
せ

川
が わ

野
の 火

び 止
ど め

用
よ う

水
す い

新 座 市  
　埼玉県の最南端、首都近郊にありながら豊かな自然
に恵まれ、武蔵野の面影を色濃く残す新座市。名所・
旧跡など観光スポットも市内各所に点在しています。

十文字学園女子大学

ひるねの森

新座駅

敷
し き

島
し ま

神
じ ん じ ゃ

社

焼だんご・うさぎ家

柳瀬川駅 

JR武蔵野線

東
武

東
上

線

志木駅 

妙
みょうおんざわ

音沢

ロッカー型の新座産野菜販売
所。購入したトウモロコシは新鮮
で甘くておいしかったです（おまけ
に安い）。人通りのある大きな道
路に設置してあるので、地域交
流の場としてはとても良いのでは
ないかと思いました。

新座・志木
サイクリングツアー

　大学に入学して初めて新座に来た人も
多いと思います。「駅と大学の通学路しか
知らない４年間はもったいない」と私たち
ライターデザイン部はレンタル自転車で大
学周辺を散策してみました。授業の合間
に気分転換を兼ねてちょっと出かけてみま
せんか？きっと何かが見つかるはず。

自転車で散策すると
いろんな発見があって

楽しい！

学生が行く学生が行く

雑木林の急斜面から湧き出て
いる清流で、環境省の「平成の
名水百選」 にも選ばれています。
希少な山野草が自生する雑木
林内には木道も整備されていて、
自然と触れ合いながら散策を楽
しむことできます。

野火止用水の概要／承応4（1655）年、川越藩主の松平伊豆守信綱が
玉川上水から分水して作らせた全長約24キロの用水です。当初は飲料

用でしたが後に耕作用としても利用されました。現在は周辺に遊歩道

が整備され、市民の憩いの場になっています。

平林寺

旧
きゅう

村
む ら や ま か い

山快哉
さ い

堂
ど う

 

普
ふ

光
こ う

明
みょう

寺
じ

宝
ほ う ど う

幢寺
じ

関
越

自
動

車
道

資料協力：新座市シティプロモーション課
※この記事の取材は、新座市をはじめとした近隣4市で実証実験中のシェアサイクルを使用して行っています。
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Check 
Point!

特集

2

プラスも
探してみるプラ！

クリスマスの
時期が

楽しみだね♪

　大きなクリスマスツリー（7号館） 
　キャンパスのほぼ中心に位置する、大学で一番背の
高い校舎です。クリスマスの時期になるとエントランス
にツリーが登場。12月上旬には点灯式が行われ、学
友会のスタッフや大学マスコットキャラクターのプラス
ちゃんが盛り上げます。

新入生の
皆さん、チェック

してみてね！

Library

Building no.1

Cherry Blossoms

Memorial hall

Building no.7

Building no.8

　実は大学キャンパスにもちょっと気になる・印象に残るス
ポットがひっそりと存在します。今回は、あまり知られてい
ないメモリアルスポットに焦点を当ててご紹介します。

Check 
Point!

Check 
Point!

Check 
Point!

Check 
Point!

　十文字の桜 
　十文字学園女子大学の桜は、毎年キャン
パス内の各所で美しく咲き誇り、4月には
新入生を華やかに迎えます。コロナ禍以前
は近隣住民の方々にもキャンパスが開放さ
れ、人気のお花見スポットになっていまし
た。満開時はキャンパスが一面桜色に包ま
れます。

穴から何が

見えるかな？

グラウンドの芝生に

映えていい感じ♪

図書館に行ったら

探してみよう!

とっても大きい
ツリーだよ!

　十文字ののぞき穴（1号棟）
　キャンパス内で最も古いレンガ造りの校舎。伝統と歴史
を感じさせる重厚なたたずまいです。2階に上る外階段の
踊り場で謎の十字の穴を発見！学園のシンボルマークを意
識して作られたのでしょうか？

　金色のレリーフ（図書館） 
　2020年にリニューアルした図書館は、豊富な蔵書と充実
した閲覧環境を備え、1階には「プラスフォーラム」「プラ
ススクエア」といった多目的スペースも。入口真上には学
園歌が刻まれたレリーフが、また2階に上がる階段横の壁
にはさまざまな模様の金色のレリーフが飾られています。

　燕
か き つ ば た

子花の屏風絵（記念ホール） 
　式典やイベントが行われる大型ホールです。2階入口には
荘厳な屏風絵が飾られています。2003年の記念ホールの
完成時より展示されています。濃淡の群青と緑青で描かれ
た燕子花の姿が印象的です。

十文字メモリアルスポット
～大学の中で気になるスポットを探してみた

春になったら行ってみよう!　グランドピアノ（8号館） 
　コンピュータ演習室やCALL教室などさまざまな教
室がある校舎です。校舎の外には創立者 十文字こと
先生の銅像が。また1階奥には立派なグランドピアノが
置かれ、きれいな音色を奏でます。

秋になると黄金色の銀杏も
きれいです!

　新しい食文化演習室（4号棟） 
　土井善晴先生の授業もここで行われます。廊下からガラ
ス越しに授業の様子が見られるかも？

Food culture practice room

Check 
Point!

昭和50年当時の1号棟

卒業生の寄贈品
だそうです
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クラブ活動紹介します!!わたしたちの

小
・
中
・
高
と
ず
っ
と
続
け
て
き
た

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
大
学
で
も
続
け

た
い
と
考
え
、
入
学
し
て
す
ぐ
ク
ラ
ブ

体
験
に
参
加
。
楽
し
そ
う
に
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
を
し
て
い
る
先
輩
方
の
姿
を
見
て
、
一

緒
に
プ
レ
ー
を
し
た
い
と
思
い
入
部
を

決
め
ま
し
た
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
好
き

と
い
う
強
い
気
持
ち
が
根
底
に
あ
っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
ク
ラ
ブ
活
動
を

始
め
て
か
ら
は
大
学
生
活
が
と
て
も
充

実
し
て
い
ま
す
。

　

入
部
後
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
し
て

他
学
科
の
先
輩
や
同
級
生
と
知
り
合
う

こ
と
が
で
き
、
人
と
の
つ
な
が
り
も
増
え

ま
し
た
。
部
員
数
が
多
い
の
で
、
い
ろ
い

ろ
な
メ
ン
バ
ー
と
ゲ
ー
ム
形
式
で
練
習

し
な
が
ら
切
磋
琢
磨
で
き
る
と
こ
ろ
も

気
に
入
っ
て
い
ま
す
。
素
敵
な
メ
ン
バ
ー

に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
個
性
豊
か
な

仲
間
と
互
い
に
高
め
合
い
な
が
ら
打
ち

込
め
る
環
境
が
あ
る
こ
と
に
感
謝
し
な

が
ら
プ
レ
ー
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

は
一
人
ひ
と
り
の
個
性
を
生
か
し
、
明
る

く
、
元
気
に
、
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
チ
ー
ム

を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
し
て
人
と
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
、
試
合
で
勝
つ
た
め
に
一

致
団
結
し
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

　

先
日
行
わ
れ
た
大
会
で
は
７
部
優
勝

を
果
た
し
、
現
在
は
６
部
優
勝
を
目
指

し
て
練
習
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
と
同

じ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
は
勝
て
な
い
と
思
う

の
で
、
攻
撃
パ
タ
ー
ン
を
増
や
し
、
よ
り

レ
ベ
ル
の
高
い
プ
レ
ー
を
追
求
し
て
い
き

た
い
で
す
。

◦活動日
水曜16：30～19：30
土曜10：00～12：00 

◦活動場所
メインアリーナ  

◦活動内容
基礎からゲームまで幅広い
練習を行っています。   

◦部員数
35名

広
告
研
究
同
好
会
は
、
文
芸
文
化

学
科
の
有
志
2
人
で
2
0
2
0

年
1
月
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
当
初
の

活
動
目
的
は
「
身
近
な
地
域
や
旅
先
の

魅
力
を
校
内
新
聞
や
S
N
S
の
記
事
に

し
、
発
信
す
る
」
こ
と
。「
自
分
た
ち
が

い
つ
も
見
て
い
る
景
色
の
中
に
も
、
実

は
素
敵
な
場
所
が
隠
れ
て
い
る
」
こ
と

を
伝
え
た
く
て
始
め
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー

を
集
め
、
5
月
に
同
好
会
が
正
式
に
承

認
さ
れ
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
蔓
延
に
よ
り
思
う
よ
う
な
活
動

が
難
し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

学
外
で
の
活
動
を
し
た
か
っ
た
の
で

す
が
、
こ
の
状
況
で
は
活
動
で
き
な
い

と
あ
き
ら
め
か
け
て
い
ま
し
た
。
で
も
、

7
月
に
私
と
も
う
1
人
の
メ
ン
バ
ー
が

T
J
U
P
「
地
域
の
魅
力
発
信
動
画
制

作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
※
に
参
加
し
た
こ

と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で

も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
、

S
N
S
を
メ
イ
ン
に
活
用
す
る
方
法
で

活
動
で
き
る
の
で
は
と
希
望
が
見
え
ま

し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
と
話
し
合
い
を
重
ね
、
今

年
度
の
メ
イ
ン
の
活
動
を
、
学
外
の
情

報
発
信
か
ら
「
お
う
ち
時
間
の
過
ご
し

方
」
を
提
案
す
る
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の

ア
カ
ウ
ン
ト
の
運
営
に
変
更
。
活
動
形

態
を
で
き
る
限
り
Z
o
o
m
に
し
、
新

し
い
同
好
会
の
形
を
作
り
ま
し
た
。

　

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
投
稿
は
毎
週
日

曜
日
に
行
い
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
週

に
2
回
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
し
て
い
ま
す
。

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
雑
談
が
多
く
、
そ
こ

か
ら
自
分
た
ち
が
楽
し
そ
う
だ
と
感
じ

た
も
の
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
、
企
画

を
考
え
ま
す
。
週
に
1
度
の
対
面
の
活

動
日
に
は
、
ア
ナ
ロ
グ
な
作
業
の
準
備

の
ほ
か
、
各
種
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
す

る
作
品
の
制
作
も
行
っ
て
い
ま
す
。
絵

本
や
紙
芝
居
な
ど
の
ユ
ニ
ー
ク
な
コ
ン

ク
ー
ル
を
見
つ
け
て
応
募
し
て
い
ま
す
。

※
12
頁
参
照

◦活動日　
週3回（メンバーの時間割に合わせて） 

◦活動場所
Zoom、742教室  

◦活動内容
Instagramの更新
コンテストやコンクールへの出品  

◦部員数
10名

学内では運動系、文化系合わせて41のクラブ・同好会（学友会登録）が活動しています。

大学生活の1コマを彩る学生たちの活動の様子をお伝えしていきます。興味がわいたらぜひ見学に来てください!!

部長
児童教育学科 1年

土橋 明歩

部長
文芸文化学科 3年
土屋 璃奈

vol.7

ステイホームをテーマに
　SNSで情報発信�  広告研究同好会 

一人ひとりの個性を生かし
　勝利を目指す�  バレーボール部

動画制作プロジェクトの一環で東松山市での撮影に参加

クラブの練習風景
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社
会
情
報
デ
ザ
イ
ン
学
部
社
会
情
報
デ
ザ
イ
ン
学
科

鳥と
り

越ご
え 

信し
ん

吾ご 

専
任
講
師

学
生
時
代
は
人
間
形
成
に
大
き
な
影
響
を
持
つ
年
代
。
親
や
兄
弟
、
友
人
は
も

ち
ろ
ん
、
普
段
の
学
び
の
中
で
教
職
員
か
ら
受
け
る
影
響
は
少
な
く
な
い
は
ず
。

そ
ん
な
私
た
ち
の
成
長
を
支
え
る
本
学
の
教
職
員
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
今

回
は
社
会
情
報
デ
ザ
イ
ン
学
部
社
会
情
報
デ
ザ
イ
ン
学
科
で
社
会
学
を
専
門
に

し
て
い
る
鳥
越
信
吾
先
生
で
す
。

�　

社
会
学
は
文
字
通
り
、
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
象
を
扱
う
守
備
範
囲
が
広
い

学
問
分
野
で
、
そ
の
中
で
も
「
時
間
」
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。
時
間

は
社
会
生
活
と
切
っ
て
も
切
り
離
せ
な
い
も
の
で
す
が
、
時
計
で
は
測
れ
な
い

「
時
間
」
も
た
く
さ
ん
あ
り
、
そ
れ
が
主
な
研
究
対
象
で
す
。

　

社
会
情
報
デ
ザ
イ
ン
学
科
の
魅
力
は
、
文
系
・
理
系
を
問
わ
ず
い
ろ
い
ろ
な

教
員
が
い
る
点
で
す
。
社
会
学
の
分
野
に
は
、
僕
の
よ
う
に
文
献
を
も
と
に
検

討
し
て
い
く
文
系
寄
り
の
研
究
者
も
い
れ
ば
、
統
計
的
な
デ
ー
タ
を
駆
使
す
る

理
系
寄
り
の
研
究
者
も
い
る
。
文
学
部
出
身
の
僕
は
こ
れ
ま
で
理
系
の
方
と
は

あ
ま
り
接
点
が
な
か
っ
た
の
で
、
情
報
系
な
ど
理
系
出
身
の
先
生
と
お
話
し

で
き
る
の
は
と
て
も
面
白
い
で
す
。
発
想
が
全
然
違
う
と
い
う
か
。

　

ま
た
、
教
育
面
で
特
に
心
が
け
て
い
る
の
は
「
距
離
感
」。
離
れ
す

ぎ
る
と
十
分
な
指
導
が
で
き
ず
、
逆
に
近
す
ぎ
る
と
学
生
の
自
主
性

が
う
ま
く
育
ち
に
く
い
。
適
切
な
距
離
を
取
り
な
が
ら
、
い
か
に
学

生
の
や
る
気
と
能
力
を
引
き
出
す
か
が
難
し
い
で
す
ね
。

　

十
文
字
の
良
さ
は
、
何
よ
り
も

ま
ず
学
生
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

素
直
で
真
面
目
な
の
で
教
え
や
す

く
、
成
長
す
る
過
程
が
よ
く
見
え

て
と
に
か
く
教
員
冥
利
に
尽
き
ま

す
。
た
だ
、
言
わ
れ
た
こ
と
を
全

部
や
ろ
う
と
し
て
キ
ャ
パ
オ
ー

バ
ー
に
な
っ
て
し
ま
う
学
生
も
い

る
の
で
、
適
切
な
量
の
課
題
を
指

示
す
る
こ
と
は
意
識
し
て
い
ま

す
。
あ
と
、
学
生
が
良
い
子
で
素
直
す
ぎ
る
の
で
、
逆
に
も
う
少
し
反
抗
す
る

強
い
心
が
あ
っ
て
も
い
い
の
か
な
、
っ
て
。
蛇
足
か
な
（
笑
）

�

（
ラ
イ
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
部　

佐
藤 

か
の
ん
、
日
比 

千
晴
）

7
回
目
の
訪
問
先
は
教
育
人
文
学
部
文
芸
文
化
学
科
の
石
川
敬
史
ゼ
ミ
で
す
。
移
動
図
書
館
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
石

川
先
生
。
研
究
室
に
あ
る
移
動
図
書
館
車
の
模
型
を
大
切
そ
う
に
扱
う
姿
と
は
裏
腹
に
大
の
お
話
好
き
、
ロ
ン
グ
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
な
り
ま
し
た
。
紙
面
の
都
合
で
一
部
し
か
掲
載
で
き
な
い
の
が
残
念
で
す
。

�

（
ラ
イ
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
部
　
植
村 

萌
絵
、
日
比 

千
晴
）

石い

し

川か

わ 

敬た

か

史し

ゼ
ミ

ゼ
ミ
に
直
撃
!

教
育
人
文
学
部
文
芸
文
化
学
科

Vol.7

教職員

紹 介

 

専
門
分
野
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

石
川　
図
書
館
学
が
専
門
で
、
大
学
で
は

主
に
司
書
課
程
の
授
業
を
担
当
し
て
い
ま

す
。
と
り
わ
け
日
本
の
近
現
代
に
お
け
る

公
共
図
書
館
の
歴
史
を
研
究
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
中
で
も
一
番
長
く
時
間
を
費
や

し
て
い
る
の
が
移
動
図
書
館
の
研
究
で
す
。

そ
の
歴
史
調
査
と
と
も
に
、
全
国
各
地
の

移
動
図
書
館
の
現
場
を
歩
い
て
い
ま
す
。

 

普
段
の
ゼ
ミ
で
は
ど
ん
な
活
動
を
し
て

い
ま
す
か
。

石
川　
石
川
ゼ
ミ
で
は
、
各
地
の
図
書
館

見
学
の
他
に
、
企
業
と
も
連
携
し
て
本
や

図
書
館
に
関
わ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
過
去

に
は
読
書
手
帳
、
手
話

つ
き
図
書
館
ガ
イ
ダ
ン

ス
動
画
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

ブ
ッ
ク
ト
ラ
ッ
ク
な
ど

を
制
作
・
開
発
し
ま
し

た
。
こ
う
し
た
ゼ
ミ
活

動
の
場
で
は
、
学
生
が

そ
れ
ぞ
れ
の
価
値
観
や

個
性
を
互
い
に
尊
重
し

な
が
ら
正
解
の
な
い
問

い
に
対
し
て
議
論
し
合
い
、
考
え
、
自
ら

の
言
葉
で
表
現
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
そ
の
中
で
さ
ら
な
る
問
題
を
発
見
し
、

再
び
正
解
の
な
い
問
い
に
立
ち
向
か
い
、

「
わ
か
ら
な
い
」
で
終
わ
る
の
で
は
な
く
、

能
動
的
に
自
分
の
言
葉
で
伝
え
た
い
内
容

を
再
構
成
し
て
い
く
こ
と
も
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
中
で
、

企
業
側
も
、
そ
し
て
私
も
学
生
か
ら
大
い

に
学
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
分
な
り
の
見
方
を
大
切
に
す

る
こ
と
も
繰
り
返
し
指
摘
し
て
い
ま
す
。

教
員
が
述
べ
る
こ
と
は
あ
く
ま
で
一
つ
の

考
え
で
あ
っ
て
、
他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
ア

プ
ロ
ー
チ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
豊
か
な
見

方
や
考
え
を
持
つ
学
生
を
育
て
た
い
で
す

ね
。 

卒
業
研
究
の
指
導
で
大
事
に
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
。

石
川　
卒
研
は
４
年
間
の
学
び
の
集
大
成

で
す
。
先
行
研
究
や
関
連
文
献
を
読
み
込

み
、
調
査
結
果
を
ま
と
め
る
こ
と
も
大
事

で
す
が
、
そ
れ
ら
を
通
し
て
何
が
明
ら
か

に
な
っ
た
の
か
、
自
分
自
身
は
ど
う
考
え

る
か
な
ど
を
、
の
び
の
び
と
、
か
つ
論
理

的
に
書
く
よ
う
に
指
導
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
現
場
と
大
学
と
を
往
復
す
る

こ
と
が
大
事
だ
と
伝
え
て
い
ま
す
。
私
自

身
も
研
究
す
る
に
あ
た
り
、
文
献
や
資
料

を
読
み
込
み
ま
す
が
、
や
は
り
現
場
や
現

地
に
行
か
な
い
と
見
え
て
こ
な
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。
頭
の
中
で
考

え
る
だ
け
で
は
な
く
、
現
場
に
足

を
運
び
、
見
た
り
触
っ
た
り
、
関

係
者
の
話
を
聞
い
た
り
す
る
中
か

ら
「
次
」
へ
の
道
が
拓
か
れ
て
く

る
こ
と
が
多
い
と
実
感
し
て
い
ま

す
。
ゼ
ミ
生
に
も
こ
う
し
た
洞

察
力
が
大
切
さ
だ
と
感
じ
る
場

を
経
験
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て 

い
ま
す
。

石川 敬史 准教授
専門：図書館学
経歴：近現代日本の図書館史や移動図書館

の研究に従事。埼玉県子供読書活動
推進会議委員長、さいたま市、新座
市、和光市等の図書館協議会委員。� 
日本図書館研究会理事、日本図書
館文化史研究会運営委員。�  
著書に『文化の朝は移動図書館ひか
りから：千葉県立中央図書館ひかり
号研究』（共著）など。

 

最
後
に
十
文
字
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
願
い
し
ま
す
。

石
川　
自
ら
が
舞
台
に
立
て
な
い
時
、
他
者

に
手
を
差
し
伸
べ
た
り
、
舞
台
全
体
を
見
渡

し
て
み
る
こ
と
も
大
切
。
時
流
に
乗
る
の
で

は
な
く
、
背
後
に
あ
る
物
語
や
地
下
水
の
色

を
し
っ
か
り
と
見
つ
め
て
い
く
こ
と
を
意
識

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

総
務
部

村む
ら

上か
み 

真ま

帆ほ 

さ
ん
・
源げ

ん

間ま 

葉は

月づ
き 

さ
ん

サ
ッ
カ
ー
女
子
プ
ロ
リ
ー
グ
W
E
リ
ー
グ
に
参
戦
す
る
「
大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ

V
E
N
T
U
S
」
の
中
心
選
手
で
あ
り
、
本
学
総
務
課
に
勤
務
す
る
村
上
真
帆
さ

ん
、
源
間
葉
月
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。。

�　

２
人
と
も
十
文
字
学
園
の

高
校
・
大
学
の
サ
ッ
カ
ー

部
で
活
躍
し
、
2
0
2
1

年
4
月
か
ら
本
学
に
勤

務
。
社
会
人
と
サ
ッ
カ
ー

選
手
を
両
立
し
て
い
ま

す
。「
日
本
を
背
負
っ
て
き

た
方
々
と
一
緒
に
プ
レ
ー
す
る
の
で
選

手
と
し
て
の
質
が
問
わ
れ
ま
す
。
仕
事

も
同
じ
く
ら
い
大
事
。
午
前
中

に
練
習
、
午
後
か
ら
仕
事

と
頭
の
切
り
替
え
は
大
変

で
す
が
、
2
つ
の
こ
と

を
同
時
に
や
ら
せ
て
も

ら
え
る
の
は
あ
り
が
た
い

環
境
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
村
上
さ
ん
。
源
間
さ
ん
は

「
悩
み
や
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、
好
き
な
サ
ッ
カ
ー
を
社
会
人
と
し
て
経
験
さ
せ

て
も
ら
い
、
本
当
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

今
後
の
目
標
に
つ
い
て
、
村
上
さ
ん
は
「
ま
ず
試
合
に
出
て
チ
ー
ム
の
勝
利
に

貢
献
す
る
こ
と
。
チ
ー
ム
内
で
は
若
手
な
の
で
と
に
か
く
先
輩
た
ち
か
ら
学
ぶ
。

ま
だ
理
解
で
き
て
い
な
い
部
分
も
多
い
し
、
プ
レ
ー
に
表
せ
な
い
こ
と
も
あ
る
の

で
、
そ
こ
は
も
う
練
習
あ
る
の
み
で
す
」。
源
間
さ
ん
は
「
チ
ー
ム
に
必
要
と
さ

れ
る
選
手
で
あ
り
続
け
、
強
い
チ
ー
ム
に
な
れ
る
よ
う
貢
献
し
た
い
。
サ
ッ
カ
ー

以
外
の
面
で
も
、
サ
ポ
ー
タ
ー
や
地
域
の
方
々
と
の
触
れ
合
い
を
大
事
に
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

　

仕
事
と
サ
ッ
カ
ー
の
両
立
は
並
大
抵
の
苦
労
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
2

人
か
ら
は
サ
ッ
カ
ー
へ
の
情
熱
と
、
周
囲
や
職
場
環
境
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
が

ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。�

（
ラ
イ
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
部　

中
西 

麻
樹
）

教職員

紹 介

素直な学生が
多いので、教える
のが楽しいです

村上 真帆さん
十文字高校
早稲田大卒

源間 葉月さん
十文字高校

十文字学園女子大卒

周囲の方に
感謝です！

サッカーも
仕事も全力！
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大学に
プラス!

研究活動やスポーツ、ボランティア、各種イベントなど、キャン
パスの内外で多彩な活動を展開する十文字学園女子大学の学
生・教員たち。このコーナーでは、そうした日々の活動や出来
事をご紹介します。

十文字

TOPICS
プラスごはんプロジェクト第3弾 プラスごはんプロジェクト第3弾 
学食メニューコンテストを実施学食メニューコンテストを実施
　大学の食環境の向上を目的に立ち上がった「プラスごはんプロジェクト」の一
環として「学食メニューコンテスト」が開催されました。学生食堂のメニューを
学生・教職員より広く募集し、選ばれたメニューが学食で販売されるという取り
組みです。2021年7月～8月の期間に20点の応募が寄せられ、以下のメニュー
が選ばれ学生食堂で販売されました。

健康栄養学科3年 飯田 咲希さん

11月25日（木）
ほくほくサツマイモご飯と
イワシの竜田揚げ   
サクッとジューシーなイワシの竜田揚
げと、季節を感じるさつまいもご飯と
きのこ汁の定
食です。
●656 Kcal　
●410円

食物栄養学科3年 山口 未優さん

12月8日（水）
かぼちゃクリームペンネランチ
カボチャをたっぷり使用した優しい甘
さのソースのペンネです。副菜はシンプ
ルな味付けのツナサラダにしました。
●656 Kcal　
●410円

健康栄養学科3年 内藤 茉那さん

12月10日（金）
カオマンガイ定食  
ネギソースのピリ辛がよく合うカオマン
ガイに、秋の食材の香り高いきのこと
チンゲン菜を合わせ
ました。
●631 Kcal　
●410円

健康栄養学科2年 �牛込 ゆり乃さん 
小原 彩加さん

12月15日（水）
油淋鶏唐揚げ定食  
パリッとした食感が美味しい油淋鶏唐
揚げです。椎茸とチンゲン菜の卵スー
プも素材を感じる優
しい味です。
●794 Kcal　
●410円

和光市制50周年記念歌和光市制50周年記念歌
「ひかりさすまち」ダンス「ひかりさすまち」ダンス
動画の制作に参加動画の制作に参加
　健康栄養学科とプラスちゃんくらぶの
学生が、和光市制50周年記念歌「ひか
りさすまち」ダンス動画の制作に参加し
ました。この取り組みは、本学と和光市
との包括連携協定の連携事業の一環とし
て、健康栄養学科の飯田路佳教授が中
心となり、同学科の学生とプラスちゃん
くらぶ（指導教員：文芸文化学科 星野祐
子准教授）の学生が動画を制作、応募
したものです。応募された作品は1本の
動画として編集され、和光市ホームペー
ジ、和光市公式 YouTube「和光市チャ
ンネル」 で公開されています。

トラベルライティングアワートラベルライティングアワー
ド2021最優秀賞を受賞ド2021最優秀賞を受賞
　新座市産業観光協会が主催する「トラ
ベルライティングアワード2021」におい
て、文芸文化学科３年 谷直子さんの作品

「おすすめ」が最優秀賞に選ばれました。
入選にあたる新座賞には同学科３年の西
田彩花さん、２年の青木芙美さん、今愛
里香さんの３名の作品が選ばれました。 
同アワードは、市内3大学（十文字学園
女子大学、跡見学園女子大学、立教大
学）に通う学生が新座市の魅力を掘り起
こすことで、市民の新たな気づきにつな
げていくことを目的に、毎年旅エッセイ
を募集しています。2021年度は400を
超える作品の応募があり、審査の結果、
最優秀賞、優秀賞、新座賞が選ばれまし
た。谷さんの作品には「コロナ禍にとも
なうマスク生活のうっとうしさを振り払っ
てくれる景色の美しさへの感動がみずみ
ずしく伝わってくる」「とても素直で真っ
すぐな思いが溢れている作品」といった
講評がされました。
　コロナ禍のため授賞式は行われず、受
賞者には各大学を通じて賞状と副賞が贈
られました。

1/21
トラベル

ライティング
アワード

11月〜12月
学食メニュー
コンテスト

本学学生が埼玉県本学学生が埼玉県
主催コンサートの主催コンサートの
ライブ配信を担当ライブ配信を担当
　2021年9月11日（土）、埼玉県主催で
開催された「下總皖一（しもおさかんい
ち）音楽賞受賞者コンサート2021〜埼
玉から響く音楽のエール〜」のライブ配
信を、本学の自主ゼミ「MCLIP」（エム
クリップ。メディアコミュニケーション学
科と社会情報デザイン学科の学生で構
成）が担当しました。コンサートは、新
型コロナウイルス感染症対策を徹底する
ために会場の客席数を50％以下に減ら
し、来場しない方にも自宅等でコンサー
トを楽しんでいただけるよう、オンライ
ン配信も行いました。
　オンライン配信については埼玉県文化
振興課から協力の申し出があり、MCLIP
の学生が初挑戦しました。

9/11
ライブ配信を

担当

※�「プラスごはんプロジェクト」は、十文字学園女子大学の食環境をさらに魅力的にするための、
作って楽しい！食べておいしい！を応援するプロジェクトです。

学内の農園で学内の農園で収穫した収穫した
大根を無料配布大根を無料配布
　2021年3月から、食品
開発学科の学生と教員が
一緒に大学内の土地を耕
し、「十文字畑」の畑づく
りを行ってきました。「食
農体験」の授業として、み
んなで耕した十文字畑に
大根を植えて育て、収穫し
た大根を正門前で配布しま
した。当日は列ができるほ
ど盛況で、学生たちは2カ
月半かけて育ててきた大き
な大根を多くの学生や教職
員に大切に手渡しました。

11/30、
12/7

大根を配布

ゼミでラジオ番組を担当ゼミでラジオ番組を担当
　メディアコミュニケーション学科石野榮一ゼミの
学生が、朝霞、和光、新座、志木市を主な受信エリ
アとするラジオ局「775（ナナコ）ライブリー FM」
の番組を担当し、出演しました。地域メディアをより
実践的に学ぶことを目的として2021年5月から7月ま
での計８回、「プラスキャンパス」という番組で地域
の話題を届けました。

5月〜7月
ラジオ番組を

担当

図書館1階に「ヒトハコ図図書館1階に「ヒトハコ図
書館」を展示書館」を展示
　図書館1階の＋Square（プラススクエ
ア）で「ヒトハコ図書館」が2021年7月
17日まで展示されました。「ヒトハコ図
書館」は、30cm角のボックスの中に書
籍と手書きのPOPなどを展示し、書籍
を紹介するための展示です。この取り組
みは、学生がテーマに沿って展示方法を
考え、工夫を凝らした書籍空間づくりを
学ぶことを目的に行われています。学生
一人ひとりが館長となり、40個近くの「ヒ
トハコ図書館」を制作。文芸文化学科

「書籍空間論」の成果です。

　桐華祭特設サイトに、各クラブや参加団
体の発表内容が掲載されたほか、ステージ
発表やZoomを使用した参加型企画など、
学内生向けイベントが行われました。
　メインイベントのトークショー（出演：山
田 裕貴）＆お笑いライブ（出演：相席スター
ト、ぼる塾）は、ハイブリッド方式として、
記念ホールでの開催とオンライン配信を同
時に行いました。

10/23,24

第55回
桐華祭

第55回桐華祭Go to 十文字第55回桐華祭Go to 十文字
～心を密に新時代を楽しむ～～心を密に新時代を楽しむ～
　第55回桐華祭は、2021年10月23日（土）・
24日（日）の2日間にわたりオンラインで開
催されました。テーマは「Go to 十文字 ～
心を密に新時代を楽しむ～」。新型コロナウ
イルスの影響で今までの日常から大きく一変
しましたが、「心と心は密に」みなさまと共
につながっていける桐華祭にしていきたいと
いう思いが込められています。

Musical Club
〜 Bloom 〜

ダンス部

6月〜7月
ヒトハコ

図書館を展示

6月
ダンス動画の
制作に参加
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地域に
プラス!

　
加
盟
大
学
を
「
教
育
連
携
委
員
会
」「
地
域

交
流
委
員
会
」「
学
生
イ
ベ
ン
ト
交
流
委
員

会
」「
キ
ャ
リ
ア
支
援
委
員
会
」の
4
つ
に
振

り
分
け
、T
J
U
P
活
動
指
標
に
基
づ
い
た

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
（
本
学
は
「
地
域
交

流
委
員
会
」に
所
属
）。

◆
2
0
2
1
年
度 

地
域
交
流
委
員
会
の
活
動

【
公
開
講
座
】

・�オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
「
S
D
G
ｓ
を
知
ろ
う
!!
」

（
8
月
28
日
（
土
））

・�オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
「
毎
日
楽
し
く
介
護
予

防
～
筋
ト
レ
・口
ト
レ
・脳
ト
レ
の
ス
ス
メ

～
」（
9
月
25
日
（
土
））

　
食
物
栄
養
学
科
の
古
明
地
夕
佳
准
教
授
が

登
壇
し
、管
理
栄
養
士
の
立
場
か
ら
「
低
栄

養
予
防
の
食
事
に
つ
い
て
」の
講
座
を
、文
京

学
院
大
学
の
大
橋
幸
子
教
授
が
作
業
療
法

士
・
言
語
聴
覚
士
の
立
場
か
ら
健
康
チ
ェ
ッ

ク
と
体
操
を
行
い
ま
し
た
。

大学間連携産学連携

十文字学園女子大学×西武ライオンズ
「コロナに負けるな！学生応援プロジェクト」を実施

本
学
は
「
T
J
U
P
」
に
加
盟
し
、
県
内
20
大
学
・
短
期
大
学
、
19
自
治
体
お
よ
び
企
業
・

団
体
と
連
携
し
て
、
地
域
の
活
性
化
や
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。「
地
元
で
生

ま
れ
、
地
元
で
育
ち
、
地
元
で
生
き
て
い
く
若
い
世
代
へ
の
支
援
」
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
の
も

と
、
他
大
学
と
連
携
し
な
が
ら
実
施
し
て
い
る
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

公 開 講 座

埼玉東上地域大学教育
プラットフォーム（TJUP）

食
品
開
発
学
科 

小
林
ゼ
ミ
開
発

「
新
座
産
に
ん
じ
ん
と
ご
ぼ
う
の
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

セ
ッ
ト
」が
新
座
市
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
に
　

　
食
品
開
発
学
科 

小
林
三
智
子
ゼ
ミ
が
開
発
し
た
新
座
市
の

地
場
野
菜
使
用
の
「
新
座
産
に
ん
じ
ん
と
ご
ぼ
う
の
ド
レ
ッ

シ
ン
グ
セ
ッ
ト
」が
、2
0
2
1
年
12
月
か
ら
新
座
市
の
ふ
る

さ
と
納
税
返
礼
品
（
寄
附
額 

1
万
1
千
円
）と
し
て
登
場
し
ま

し
た
。

　
本
学
所
在
地
の
新
座
市
は
根
菜
類
の
栽
培
に
適
し
た
土
壌

で
、に
ん
じ
ん
や
ご
ぼ
う
、さ
と
い
も
な
ど
、多
く
の
野
菜
が
栽

培
さ
れ
て
い
ま
す
。同
ゼ
ミ
で
は
、2
0
1
5
年
よ
り
ド
レ
ッ

シ
ン
グ
の
開
発
を
ス
タ
ー
ト
し
、学
生
た
ち
が
収
穫
か
ら
試

作
、ラ
ベ
ル
の
デ
ザ
イ
ン
ま
で
携
わ
り
「
地
場
野
菜
ド
レ
ッ
シ

ン
グ
」を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

“
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
で
野
菜
も
摂
れ
る
よ
う
に
”を
コ
ン
セ
プ
ト

に
、化
学
調
味
料
、保
存
料
、着
色
料
、増
粘
剤
な
ど
の
添
加
物

を
一
切
使
用
せ
ず
、液
体
を
保
て
る
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
野
菜
を
い

れ
た
地
場
野
菜
た
っ
ぷ
り
の
ノ
ン
オ
イ
ル
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
に

仕
上
げ
て
い
ま
す
。

　
2
0
1
6
年
の
「
に
ん
じ
ん
畑
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
」の
販

売
を
皮
切
り
に
、2
0
1
8
年
「
ご
ぼ
う
畑
ド
レ
ッ
シ
ン

グ
」、2
0
1
9
年
「
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
畑
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
」、

2
0
2
1
年
「
い
ち
ご
畑
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
」の
販
売
に
至
り
ま

し
た
。「
地
産
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
で
、市
の
新
し
い

フ
ァ
ン
を
増
や
し
た
い
」と
、新
座
市
か
ら
も
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

産 学 官 連 携

　
昨
年
11
月
、西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
か
ら
、長
引

く
コ
ロ
ナ
禍
で
経
済
的
影
響
を
受
け
て
い
る

学
生
に
向
け
た
支
援
の
申
し
入
れ
が
あ
り
、生

活
物
資
を
無
料
で
配
布
す
る
「
コ
ロ
ナ
に
負

け
る
な
！
学
生
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
発
足

し
ま
し
た
。

　
本
学
と
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
は
2
0
1
6
年
に

「
連
携
協
力
に
関
す
る
基
本
協
定
」を
締
結
し
、

球
団
イ
ベ
ン
ト
へ
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参

加
や
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
、親
子
野
球
体
験
イ
ベ

ン
ト
の
実
施
な
ど
、双
方
の
資
源
を
生
か
し
た

地
域
連
携
活
動
の
展
開
を
通
じ
て
交
流
を
深

め
て
き
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
交
流
の
経
緯
が

今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。　

　

1
月
6
日
（
木
）、西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
か
ら

提
供
さ
れ
た
6
0
0
人
分
の
レ
ト
ル
ト
カ

レ
ー
と
ご
飯
、生
理
用
品
な
ど
を
有
志
の
学
生

が
袋
詰
め
し
ま
し
た
。配
布
は
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
隔
週
登
校
を
考
慮
し
て
12
日
（
水
）と
19
日

（
水
）の
2
日
を
設
定
。寒
い
中
、そ
ろ
い
の
ピ
ン

ク
の
法
被
を
着
た
学
生
が
、呼
び
込
み
や
列
の

誘
導
、物
品
の
配
布
を
元
気
に
行
い
ま
し
た
。

　
12
日
に
は
、埼
玉
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
公
式

マ
ス
コ
ッ
ト
＂ラ
イ
ナ
＂と
本
学
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
＂プ
ラ
ス
ち
ゃ
ん
＂が
参
加
し
会

場
を
盛
り
上
げ
、2
日
間
で
合
計
6
0
0
人
の

学
生
に
応
援
の
気
持
ち
を
届
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

受
け
取
っ
た
学
生
か
ら
は
「
ア
ル
バ
イ
ト

が
減
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
助
か
る
」「
た
く
さ
ん

入
っ
て
い
て
驚
い
た
、う
れ
し
い
！
」と
い
う
声

が
、配
布
を
し
た
学
生
か
ら
は
「
初
め
て
こ
の

よ
う
な
活
動
に
参
加
し
た
。ま
た
ぜ
ひ
や
り
た

い
」「
手
渡
し
た
ら
『
あ
り
が
と
う
』と
言
わ
れ
、

自
分
か
ら
も
『
来
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
』と

伝
え
、楽
し
か
っ
た
」な
ど
の
声
も
聞
か
れ
、久

し
ぶ
り
の
対
面
で
の
活
動
に
、マ
ス
ク
越
し
に

笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

本
学
と
株
式
会
社
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
は
、
1
月
12
日
と
19
日
、
記
念
ホ
ー
ル
ピ
ロ
テ
ィ
に
て
、

「
コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な
！
学
生
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
。
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
よ
り
無

償
で
提
供
さ
れ
た
食
料
品
な
ど
の
生
活
物
資
を
、
90
人
の
学
生
有
志
が
中
心
と
な
っ
て
学
生

た
ち
へ
配
布
し
ま
し
た
。

600セットを袋
詰めしました

古明地（こめいじ）先生によるミニ講座

十
文
字
学
園
1
0
0
周
年
記
念
講
座

　
十
文
字
学
園
創
立
1
0
0
周
年
を
記
念
し
て
、２
つ
の
講
座

を
十
文
字
学
園
女
子
大
学
に
て
開
催
し
ま
し
た
。新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
、全
国
の

参
加
者
に
配
信
し
ま
し
た
。　　
　

7
月
10
日（
土
）

土
井
善
晴
の
お
い
し
い
も
の
セ
ミ
ナ
ー 

l
e
s
s
o
n
2

『
料
理
と
器
と
民
藝
と
』

　
本
学
特
別
招
聘
教
授 

土
井
善
晴
氏
に
よ
る
講
座
は
今
回
が

4
回
目
。『
料
理
と
器
と
民
藝
と
』と
い
う
テ
ー
マ
に
沿
い
、日
本

民
藝
館
学
芸
員
の
古
屋
真
弓
氏
を
ゲ

ス
ト
に
迎
え
て
の
ト
ー
ク
や
調
理
の

実
演
、土
井
氏
が
日
頃
使
っ
て
い
る
道

具
の
紹
介
な
ど
、4
0
0
人
の
視
聴
者

に
向
け
て
2
時
間
に
わ
た
り
ラ
イ
ブ

配
信
し
ま
し
た
。

　
視
聴
者
の
方
か
ら
は
「
料
理
を
す

る
こ
と
だ
け
で
な
く
、料
理
を
盛
る
器

に
つ
い
て
重
要
な
役
割
が
あ
る
こ
と

を
知
り
ま
し
た
」と
い
っ
た
感
想
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。　

11
月
3
日（
水
・
祝
）

そ
し
て
、映
画
は
作
ら
れ
た
！
映
画
の
内
幕
お
話
し
し
ま
す
。

　
「
そ
し
て
、バ
ト
ン
は
渡
さ
れ
た
」、「
老
後
の
資
金
が
あ
り
ま
せ

ん
！
」の
2
本
の
映
画
の
公
開
に
合
わ
せ
、映
画
監
督
の
前
田
哲

氏
に
、映
画
制
作
の
内
幕
や
映
画
に
対
す
る
思
い
を
語
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
映
画
の
メ
イ
キ
ン
グ
映
像
を
流
し
な
が
ら
、「
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン

グ
が
8
割
」と
い
う
俳
優
陣
の
個
性
を
生
か
し
た
撮
影
の
様
子

や
監
督
と
し
て
の
こ
だ
わ
り
な
ど
、

「
前
田
ワ
ー
ル
ド
」た
っ
ぷ
り
の
お
話

で
視
聴
者
を
引
き
込
み
ま
し
た
。講
演

後
は
学
生
た
ち
と
の
交
流
会
を
実
施
。

「
イ
メ
ー
ジ
通
り
の
も
の
が
撮
れ
る
と

つ
ま
ら
な
い
。そ
れ
よ
り
も
想
定
外
の

も
の
、超
え
る
こ
と
に
価
値
が
あ
る
。

は
み
だ
し
て
こ
そ
楽
し
い
」と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
学
生
た
ち
に
贈
り
ま

し
た
。

サラダはもちろん、肉・魚料理のソースとして
もお使いいただけます。 

■【にんじん畑ドレッシング】
原材料：にんじん（新座市産）、砂糖、玉ねぎ（国産）、
醸造酢、食塩、本みりん、しょう油、（一部に小麦・
大豆を含む）200ml、600円（税別）
■【ごぼう畑ドレッシング】
原材料：ごぼう（新座市産）、砂糖、醸造酢、玉ねぎ

（国産）、食塩、みりん、味噌、しょう油、かつお節、
唐辛子、（一部に小麦・大豆を含む）200ml、700
円（税別）

【その他の活動】単位互換／共同FD・SD「チーム
ビルディングの理論を学ぶ（入門編）～チームを
つくるコミュニケーション～」「大学における情報
教育を考える～数理・データサイエンス・AI教育
プログラムについて～」「効果的なリモート授業の
研究」「大学学生生活の諸々の活動と著作権法の
関係を検討する」「ICTを活用した遠隔事業の実践」
／共同IR活動「IRer養成講座」／グランドデザイン
検討会／科目研究ワークショップ／合同オンライ
ン入試説明会／業界セミナー

レトルト ご は
ん・カレーと生
理用品をセット
にして配布

・�対
面
講
座
「
は
じ
め
て
の
フ
ル
ー
ト
体
験
」

（
10
月
30
日
（
土
））

【
F
D
・S
D
】

・�共
同
F
D
・S
D
「『
地
域
と
共
に
歩
む

T
J
U
P
』～
「
農
」を
通
じ
て
人
を
つ
な

ぎ
地
域
を
つ
く
る
～
」（
9
月
14
日
（
火
））

【
学
生
参
加
イ
ベ
ン
ト
】

・�東
松
山
市
観
光
遊
歩
道
「
ま
な
び
の
み
ち
」

ク
リ
ー
ン
ウ
オ
ー
ク（
11
月
23
日（
火
・祝
））

・�地
域
の
魅
力
発
信
動
画
制
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
（
7
～
12
月
）

　

会
員
校
の
学
生
が
、「
地
域
の
魅
力
発
信
」

を
テ
ー
マ
に
会
員
自
治
体
（
2
0
2
1
年
度

は
東
松
山
市
）の
紹
介
動
画
を
作
り
ま
し
た
。

観
光
や
産
業
、グ
ル
メ
情
報
な
ど
を
学
生
た

ち
が
現
地
で
取
材
。文
芸
文
化
学
科
3
年
生

の
2
人
が
参
加
し
、12
月
8
日
の
活
動
報
告

会
で
市
の
職
員
を
前
に
発
表
し
ま
し
た
（
現

在
、東
松
山
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
中
）。

スマートフォンを
使っておすすめ
スポットを撮影

プラスちゃんと
ライナも応援に
駆けつけました
©️SEIBU Lions ／ TEZUKA PRODUCTIONS
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井上 実咲さん
食物栄養学科4年
石神井高等学校卒業
●内定先　株式会社 医食同源ドットコム

塚原 彩花さん
文芸文化学科4年
狭山ヶ丘高等学校卒業
●内定先　セコムトラストシステムズ株式会社

　

管
理
栄
養
士
と
い
う
資
格
を
持
ち
な
が

ら
も
、
結
婚
や
出
産
、
育
児
と
い
う
ラ
イ

フ
イ
ベ
ン
ト
が
待
っ
て
い
る
女
性
に
と
っ

て
、
家
庭
と
仕
事
の
両
立
は
簡
単
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
自
分
で
整
え

て
、
仕
事
だ
け
で
な
く
家
族
と
の
時
間
や

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
も
充
実
さ
せ
ら
れ
る
働
き

方
を
し
た
い
と
思
い
、
大
手
料
理
教
室
を

退
職
後
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
い
う
道
を
選
び

ま
し
た
」
と
板
垣
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　

大
学
時
代
の
同
期
や
料
理
教
室
勤
務
時

代
の
同
僚
で
あ
る
フ
ー
ド
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
、
カ
メ
ラ
マ
ン
な
ど
の
仲
間
と
と
も

に
設
立
し
た
の
が
「
Ｆ
ｏ
ｏ
ｄ
Ｒ
ｉ
ｎ

ｇ
」
と
い
う
ユ
ニ
ッ
ト
で
し
た
。

「
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
か
ら
の
幅
広
い
ニ
ー
ズ

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
お
互
い
の
得
意
分

野
を
生
か
し
て
チ
ー
ム
で
仕
事
が
で
き
る

板
い た

垣
が き

 好
よ し

恵
え

さん
Profile �
2007年、他の短期大学を経て、管理栄養士の資格取得を目指して十文字学園女子大学人間生活学部食物栄養学科に3年次編
入学。2009年本学卒業後、大手料理教室に6年間勤務。フリーランスとして独立後は、子どもの食育やプレママ～産後ママ向
けの情報発信、レシピ開発、イベント出演、出版などを行っている。また2019年に食の専門家ユニット「FoodRing」を設立し、
代表を務めている。管理栄養士、上級食育アドバイザー。公式Instagramアカウント@yoshie.itagaki

若桐会Le t te r

「
食
の
専
門
家
と
し
て
人
の
役
に
立
ち
た
い
」

　
　
～
管
理
栄
養
士
の
資
格
を
生
か
し
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
実
現
～

仕
組
み
を
作
り
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
全

員
女
性
で
、
家
族
の
転
勤
が
あ
っ
た
り
、

子
育
て
で
仕
事
の
時
間
が
限
ら
れ
る
人
も

い
れ
ば
、
逆
に
バ
リ
バ
リ
働
き
た
い
と
い

う
人
も
い
ま
す
。
専
門
ス
キ
ル
や
働
き
方

も
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。
み
ん
な
で
高
め
合

い
な
が
ら
、
食
で
た
く
さ
ん
の
笑
顔
の
輪

を
広
げ
た
い
と
い
う
思
い
を
ユ
ニ
ッ
ト
名

に
込
め
ま
し
た
」

　

管
理
栄
養
士
に
な
り
た
く
て
、
本
学
に

編
入
学
を
し
た
板
垣
さ
ん
。
勉
強
は
大
変

だ
っ
た
と
笑
い
ま
す
。

「
大
学
で
は
、
栄
養
学
、
食
品
学
、
調
理

学
な
ど
幅
広
く
学
ぶ
こ
と
で
基
礎
力
を

し
っ
か
り
と
身
に
付
け
ら
れ
た
こ
と
が
仕

事
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
仕
事
で
は
、
食

品
メ
ー
カ
ー
や
製
薬
会
社
な
ど
取
引
先
の

業
界
に
よ
っ
て
幅
広
い
知
識
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
ベ
ー
ス
が
あ
る
か
ら
こ
そ
ア
イ

デ
ア
の
引
き
出
し
も
多
く
、
知
識
の
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
も
ス
ム
ー
ズ
で
、
自
信
を
持
っ

て
仕
事
が
で
き
て
い
ま
す
」

　

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
二
児
の
母
。
育
児

を
通
じ
て
、
食
育
の
大
切
さ
を
痛
感
し
て

い
ま
す
。

「
離
乳
食
や
子
ど
も
の
好
き
嫌
い
な
ど
、

食
事
の
悩
み
を
抱
え
て
い
る
お
母
さ
ん
た

ち
の
負
担
を
ち
ょ
っ
と
で
も
軽
く
し
て
あ
げ

た
い
な
と
、
今
は
食
育
の
情
報
発
信
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
企
業
向
け
の
仕
事

で
も
、
食
の
専
門
家
と
し
て
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

の
課
題
が
解
決
で
き
た
と
き
に
は
、
お
役

に
立
て
た
こ
と
を
う
れ
し
く
感
じ
ま
す
ね
」

　

管
理
栄
養
士
の
仕
事
は
、
常
に
相
手
が

い
る
も
の
と
板
垣
さ
ん
は
強
調
し
ま
す
。

「
企
業
の
レ
シ
ピ
開
発
な
ら
取
引
先
の
担

当
者
様
や
レ
シ
ピ
を
見
る
ユ
ー
ザ
ー
、
栄

養
指
導
な
ら
相
談
相
手
、
献
立
作
成
な
ら

食
事
を
食
べ
る
人
。
相
手
を
し
っ
か
り
イ

メ
ー
ジ
し
て
、
気
持
ち
に
寄
り
添
っ
た

仕
事
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
学
生
時
代
か
ら
、
勉
強
だ
け
で

な
く
、
ア
ル
バ
イ
ト
や
旅
行
、
趣
味
な
ど

を
通
じ
て
人
間
力
を
磨
い
て
ほ
し
い
で
す

ね
。
そ
の
上
で
、
自
分
は
何
に
対
し
て
や

り
が
い
や
楽
し
さ
を
感
じ
る
か
、
な
り
た

い
社
会
人
像
は
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
か
を
考

え
る
と
、
目
指
す
道
が
見
え
て
く
る
は
ず

で
す
」
と
、
在
学
生
に
向
け
て
エ
ー
ル
を

送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
食
に
関
わ
る
企
業
向
け
に
、
レ
シ

ピ
開
発
や
撮
影
を
は
じ
め
、
イ
ベ
ン

ト
出
演
や
原
稿
執
筆
な
ど
、
多
方
面

に
活
躍
し
て
い
る
板
垣
好
恵
さ
ん
。

管
理
栄
養
士
と
し
て
、
料
理
を
作
る

こ
と
や
栄
養
学
を
も
っ
と
楽
し
く
、

身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う

思
い
で
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

前
年
に
続
き
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
大
き
く
受
け
た
２
０
２
１
年
の
就
職
活
動
。
多
く
の
企
業
が
説
明
会
や
面
接
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
な

ど
を
進
め
る
中
、
就
活
生
は
こ
の
厳
し
い
就
職
戦
線
を
い
か
に
し
て
乗
り
切
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
内
定
し
た
2
人
の
学
生
に
就
職
活

動
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
聞
き
ま
し
た
。�

Q.就職先を決めた一番の理由は何ですか。
　ＩＴがより身近な存在となり、日常生活に欠かせない
ものになってきています。人々の暮らしを支えるシステム
の開発に携わりたいと思い、ＩＴ業界を中心に就職活動
を行ってきました。その中で、セキュリティに関わるシス
テムの提供には、私たちからは見えていない部分の業務
やそれを支える多くの人たちがいることに気づきました。
システムを通して、人々や社会の安心・安全を守る仕事
に携われることに魅力を感じて、就職を決めました。

　説明会や面接は大半がオンライン開催で、会社の雰
囲気を肌でつかみにくいと感じました。オンラインの場合、
画像や音声が途切れるなど予期せぬトラブルが起こること
もあるので、事前に機器や通信環境なども入念にチェック
し、当日安心して参加できるようにしていました。また、対
面のときよりも声を大きめに、はっきりと話すよう意識した
ほか、画面の面接官を見ていると目線が合わなくなってし
まうので、なるべくカメラを見るように気をつけました。
　１日の中で、説明会は移動時間を必要としないため多
めに、面接は１つの会社に集中するため１社にするなど、
スケジュールにメリハリをつけるように心掛けました。

就
職
活
動
を
振
り
返
っ
て

就職活動
最 前 線

レシピ開発では、食品メー
カーの商品を使った販促
向けレシピの他、健康・美
容に特化したヘルシーレシ
ピ開発も行っています

　就職活動を通して、自分の考えを他人に伝える力がつ
いたと思います。相手にわかりやすく伝えるにはどうすれ
ばよいかということを考えながら話すようになりました。
また、自己分析を通して、自分を見つめ直すこと、自分
の将来について考えることができました。時には私自身
の印象を友人に質問し、周りから見える自分について考
えてみることも自己理解に役立ちました。
　就職活動は、早めに動き出すこと、目指している会
社に向けた努力や勉強をして積極的に行動することが
重要です。また、はじめから業界を絞り込まず、視野を
広く持って幅広い業界に目を向けてみることも大切です。
最後まで粘り強く頑張ってください。

　企画から開発までを一貫して自社で行っていることや、
営業職が開発に携われるなど、部署の垣根を越えてさ
まざまな仕事を経験できる環境が、自分自身の成長に
つながると確信しました。また就職活動の際は、「大学
で学んできた栄養学を活かして働きたい」ということを
軸にしていたため、管理栄養士監修のサプリメントや健
康食品を開発しているという点に大変魅力を感じ、入社
を決めました。

　自分らしさをそのまま出すことが大切です。就職活動
を始めた当初はカンペを丸暗記して棒読みで面接に挑
んでいましたが、当たり前のように不採用続きでした。
そのため途中から嫌気がさしてしまい、どうせ不採用な
ら…と開き直って、面白いことが大好きな「素の自分」
を出してみたら、驚くくらいに多くの選考が進むようにな
り、やはり人事担当者も１人の人間なんだと実感しまし
た。そこに気付いてからは、家族構成や性格、高校時
代の経験など自身のエピソードを踏まえ、面白い話も織
り交ぜながら面接を進め、今の内定先にたどり着きまし
た。自分を飾らず、自分の言葉で話すことが大切だと思
いますので、あきらめず頑張ってください。

　最終面接以外はすべてリモートという形がほとんど
だったため、選考過程でいかに自分らしさを伝えられる
かが難しかったです。リモートに限らず面接はとにかく
場数を踏んで慣れていくことで、自然と自分の言いたい
ことにアレンジを加えながら話すことができるようにな
りました。また、特に私が意識していたのは笑顔と滑舌
です。笑顔は言わずもがなですが、滑舌はリモートの場
合、普段よりもハキハキ話さないと聞き返されることが
多かった印象です。こちらの環境が静かでも先方は会社
の一室でつなげているため、先方の環境なども判断して
会話をすることが重要だと思います。

Q.苦労したこと、工夫して乗り切ったことを教えてください。

Q.学んだことや、後輩たちにアドバイスやメッセージをお願いします。

将来的には、子育て中のママ向けに料理教室を開
くのが夢だという板垣さん。現在自宅を建築中で、
キッチンも料理教室用に向けてレイアウトしている
そうです


